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持と文化財的価値の継承を目標としたが、維持すべき文化財的価値を損ねた箇所があるとした。第4章では旧
東京科学博物館本館の構造補強を代替しうる手法を重要文化財建造物の構造補強事例に求め、見せ方と可逆
性の観点で評価する。見せ方は、「見えない」、「見せる」、「隠す」の3分類で評価し、可逆性は単に当初材に
傷が残るか否かではなく、補修が可能かを評価した。旧東京科学博物館本館の構造補強は補強材を隠すこと
に重点が置かれ、可逆性が低い手法が選択されていたとした。次いで、第5章では設備改修について代替手法
を検討する。旧東京科学博物館本館では見せる手法と隠す手法が用いられており、これは設備機器の特性を
ふまえたうえで、尊重すべき室の空間性やメンテナンス性を考慮した選択であったとした。 
これらにより本論では、歴史的建造物の改修における工事手法の選択について次のようにまとめている。
歴史的建造物の活用を前提とした改修では、維持すべき文化財的価値を明らかにしたうえで工事手法を選択
する必要がある。構造補強と設備改修ではこれまで多様な手法が試みられてきているが、同じ効果を求めた
場合には工事手法として複数の選択肢がありうる。工事手法の選択において、見せ方と可逆性で評価するこ
とは文化財的価値への影響を判断するうえで有効である。 
このように、本研究は歴史的建造物の保存と活用のために行われる改修工事における文化財的価値の維持
について、事例検討を通して具体的に論じた点で、文化財保存学において学術的意義の深い研究といえる。
見せ方について3分類で評価することは合理的であり、可逆性について補修可能かを含めて評価することは
現実的である。この成果は木造建築、あるいは近世以前の建築においても適用が可能であろう。かつ、今後
新たに開発される手法についても同様に評価しうるものと思われる。ただし、設備改修では、火災報知設備
や消火設備といった消防設備や給排水設備についても検討する必要があり、今後の課題といえる。しかしな
がら、こうした成果は文化財建造物の価値をいかにして維持していくかを追究するうえで有益な研究と思わ
れる。 
以上から、本研究は独自性と信頼性があり、博士論文として充分な内容を有していると判定し、合格とし
た。 
なお、第2章は「旧東京科学博物館の建築計画について－秋保安治の動的博物館」（『日本建築学会計画系論
文集』2009年11月号）、第3章は「旧東京科学博物館の耐震補強工事に見る文化財的価値の保存について」（『日
本建築学会技術報告集』2014年10月号）として、学会で発表されている。
 
